
 

令和元年度 

第１回江別市スポーツ推進審議会 次第 

                                  令和元年７月３１日（水）午後３時３０分～ 

                            江別市教育庁舎大会議室 

 

１ 委嘱状交付 

 

２ 開  会 

 

３ あいさつ 

 

４ 委員、職員紹介 

 

５ 会長・副会長の互選 

 

６ 報告事項 

（１）平成３０年度スポーツ関係事業実施報告について   

（２）平成３０年度スポーツ施設利用状況について      

（３）平成３０年度江別市スポーツ推進計画推進状況について 

 （４）令和元年度スポーツ関係事業計画について 

（５）使用料・手数料の見直しについて 

 

７ その他 

 

８ 閉 会  

 

〔資料〕 

 ・スポーツ基本法（抜粋）、江別市スポーツ推進審議会条例 

・第６期江別市スポーツ推進計画（別冊） 



  任　期

所　属　等 選 出 区 分
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行
ゆき

江別市体育協会理事長
学識経験を有する者
（江別市体育協会）

小
こ

林
ばやし

照
てる

美
み 江別市スポーツ推進委員協議会副会

長
学識経験を有する者
（江別市スポーツ推進委員協議会）

千 葉
ち ば

則
のり

理
まさ

江別市立野幌中学校校長
学識経験を有する者
（江別市中学校体育連盟）

原
はら

大
だい

輔
すけ

北海道江別高等学校教諭
学識経験を有する者
（高校体育）

花
はな

井
い

篤
あつ

子
こ

北翔大学生涯スポーツ学部教授
学識経験を有する者
（大学体育）

金
かね

内
うち

晴
はる

夫
お

江別市スポーツ少年団本部長
学識経験を有する者
（江別市スポーツ少年団）

山
やま

下
した

和
かず

人
ひと

江別大谷幼稚園園長
学識経験を有する者
（江別市私立幼稚園連合会）

竹 内
た け う ち

由 紀 子
ゆ き こ 江別ママさんバレーボール連盟副会

長兼理事長
学識経験を有する者
（江別ママさんバレーボール連盟）

立 花
た ち ば な

宏 美
ひ ろ み 北海道石狩振興局保健環境部保健

行政室企画総務課主査（健康増進）
関係行政機関の職員

袴 田
は か ま だ

丈 晴
たけ はる

一般財団法人北海道体育文化協会
北海道立野幌総合運動公園
野幌公園事務所長

関係行政機関の職員

堀 内
ほ り う ち

眞 知 子
ま ち こ

公募 公募による者

（敬称略）

江別市スポーツ推進審議会委員名簿

自　令和元年６月　１日

至　令和 ３年５月３１日

氏　　　名



決算額（千円）

4,738

利用者数（人） 140,606

利用者数（人） 2,290

利用者数（人） 10,306

4,340

スポーツ賞 　７個人　　２団体

スポーツ奨励賞 ２１個人　１８団体

教育委員会表彰 １３個人　１３団体

50,367

6,131

44,236

149

1,845

1,992

地域スポーツの指導体制づくりを目的に、スポーツ推進委
員が地域の集まりに出向いて軽スポーツを指導
出前軽スポーツ指導：２件　受講者総数：１５０名　延べ派遣
スポーツ推進委員数：９名

地域スポーツ活動活性化促進事業

体育団体補助金

団数43団体　団員数984人　指導者数211人

屋外体育施設管理運営事業

スポーツ少年団の実施事業に対する補助金

はやぶさ運動広場の屋外体育施設維持管理業務及び屋
外特設スケートリンク管理運営業務を（一財）江別市スポー
ツ振興財団へ委託

報告事項（１）　平成３０年度スポーツ関係事業実施報告について

2,495

1,449

1

1,195

3,542

団体数24団体　会員数7,455人

スポーツ大会等振興補助事業

体育施設開放事業(学校体育館土曜開放)

江別市体育協会補助金

学校体育施設開放事業

市民のスポーツクラブに学校体育館及びグラウンドを開放

スポーツ大会出場奨励金交付

◇スポーツ課スポーツ係所管事業

国際大会、全国大会及び全道大会に出場する選手等に対
し奨励金を支給

スポーツ普及奨励事業

事　　業　　内　　容　　等事　　業　　名

開放学校数１５小学校

開放学校数１０小学校

社会人体育団体学校開放事業

青少年スポーツ賞顕彰

全国大会　４４個人　１８団体１３６人　計１８０人

全道大会　３０個人　９団体６５人　計９５人

スポーツ少年団補助金

国際大会　１４個人　１団体２人　計１６人

スポーツ振興に関する事業

体育施設開放事業（学校プール開放）

開放学校数２５小中学校

学校が休業となる土曜日午前中、地域の児童生徒がス
ポーツを楽しむ場として学校体育館及びグラウンドを開放

夏休み期間中、小学校１５校のプールを地域の児童生徒と
その保護者に開放

体育協会の実施事業に対する補助金
(加盟団体は２５団体だがスポーツ少年団を除く)

全道及び全国規模の大会で、優秀な成績を収めた青少年
に対し、スポーツ賞等を贈呈。平成３０年度は、平成３１年２
月２３日（土）に江別市民文化ホールにおいて贈呈式を実
施

（一財）江別市スポーツ振興財団が実施するスポーツ大会
及びスポーツ振興に係る事業費への補助金
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報告事項（３）　　平成３０年度江別市スポーツ推進計画推進状況について

　●

■前年度の取組内容、成果指標の動向・分析及び次年度の推進の方向性

・平成３０年度は、生涯各期におけるスポーツ活動の機会提供と充実として、各種スポーツ教室を開催
し、各年齢層別のメニューを提供しました。スポーツ教室はメニューの見直しなどを行い、より参加し
やすい教室になるよう工夫しています。
　各領域におけるスポーツ活動の充実と関係機関・団体との連携としては、学校開放事業や各種スポー
ツ大会開催の支援など、スポーツ活動機会の提供を行いました。
・無料体験レッスンを含むスポーツ教室の受講者数は前年を上回り、安定した受講者数を確保していま
す。
・学校開放事業は、各団体の登録人数の減少や、災害により利用者数が減少となりましたが、登録団体
数は横ばいで推移しており、各団体の活動は活発な状態が維持されています。
・週１回以上スポーツ活動に親しむ市民割合は、現状値に比べて40.6％と上昇しており、年代別に見る
と高年層の方の割合が高くなっています。
・スポーツ活動に親しむ市民割合は上昇傾向となっておりますが、これを確実なものとするため、多く
の市民がスポーツ活動に親しむことができるよう、市民ニーズを的確に把握し、関係機関と連携して魅
力ある事業の提供に努めていきます。
　また、スポーツ合宿誘致や障がい者スポーツ体験イベント等の開催支援などに取り組み、アスリート
との交流や実技体験などの機会を通じて、市内のスポーツ推進を図ります。

23.6% 37.3% 37.8% 40.0% 39.8% 40.6%

◆成果指標１　週１回以上スポーツ活動に親しむ市民割合

現状値（Ｈ24年度） Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 目標値(Ｈ30年度)

基　本　方　針 ：

　いつでも、どこでも、だれでも、いつまでもスポーツに親しみ、心身が健康
で明るく豊かになるスポーツ活動を推進し、スポーツを通じたあたたかなまち
づくりを目指すため、スポーツを生活の中に組み込むことによって、自らの体
力向上や健康の保持増進を図り、市民スポーツ活動の活性化を図る。

　市民が生涯にわたってスポーツを気軽に行える場を提供し、心身ともに健やかで充実した生活を営め
るよう、３つの基本目標に基づき計画を推進しています。

 基本目標Ⅰ ： 生涯スポーツの推進

【基本目標Ⅰで目指すこと】

　生涯各期（幼児・青少年・成人・高齢者の各期）におけるスポーツ活動及び障がい者のスポーツ活動
を推進するため、発達段階やライフスタイルに応じた活動内容や指導体制の充実を図るとともに、多様
な活動機会の提供や環境整備、スポーツを習慣づけるための情報提供を充実させます。
　また、生涯スポーツ、学校における体育・スポーツ、競技スポーツといった領域に着目した多様な
ニーズに応えるため、関係機関・団体の連携や指導者のネットワーク構築等により、施設の有効活用、
各種大会の振興を図り、運動能力や技術レベルの向上等を促進します。

平成30年度　江別市スポーツ推進計画（第５期）推進状況報告書

計画期間 平成 26 年度～ 平成 30 年度
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■前年度の取組内容、成果指標の動向・分析及び次年度の推進の方向性

■前年度の取組内容、成果指標の動向・分析及び次年度の推進の方向性

・平成３０年度は、青年センターのプール水槽改修工事を行ったほか、市民体育館の弓道場拡張工事な
ど、施設の修繕等の環境整備に努めました。
・市内の屋内体育施設は建築から３０年以上経過したものが多く、老朽化対策が課題となっていること
から、安全に配慮した改修整備を進めていますが、スポーツ施設整備の満足度は、59.3％と現状値を下
回る結果となりました。
・令和元年度も引き続き市内体育施設の改修整備を行い、安全で快適に利用できるスポーツ環境づくり
を進めるとともに、指定管理者と連携して利用しやすい施設運営と適切な管理を行います。

70.1% 59.1% 56.6% 60.0% 61.0% 59.3%

◆成果指標３　スポーツ施設整備の満足度

現状値（Ｈ24年度） Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 目標値(Ｈ30年度)

・平成３０年度は、地域スポーツ活動の活性化のため体育協会やスポーツ少年団の活動に対する支援の
ほか、スポーツ推進委員を派遣して軽スポーツの指導・普及を行う軽スポーツ出前事業を実施し、気軽
にスポーツに親しめる機会を提供しました。
・各スポーツ団体やスポーツ少年団は少子高齢化の影響がある中、会員数は一定の人数を保っており、
それぞれの団体は活発に活動し、全道大会や全国大会でも多くのチームや選手が活躍し好成績を収めて
います。
・スポーツ機会が充足していると思う市民割合は62.6％となっており、現状値を下回結果となりまし
た。年代別で見ると高年層の年代で不足と感じている割合が高くなっているため、スポーツ活動が活発
な世代における機会の充足が課題と言えます。
・各団体の活性化のため、体育協会やスポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等に対し、指導者育
成等の支援や情報提供等の取組を継続して行い、スポーツによる「健康都市えべつ」の実現を図ってい
きます。

 基本目標Ⅲ ： スポーツ環境の整備・充実　

【基本目標Ⅲで目指すこと】

　市民要望を踏まえ、安全で快適なスポーツ施設の維持整備を計画的に進めます。また、指定管理者制
度を導入している施設については、施設管理団体と連携し、各種大会や教室の開催など、市民が利用し
やすい適切な施設の管理運営を図ります。
　さらに、学校施設や民間等の施設との連携により、施設の有効活用を図ります。

76.5% 61.3% 57.6% 61.6% 66.3% 62.6%

◆成果指標２　スポーツ機会が充足していると思う市民割合　

現状値（Ｈ24年度） Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 目標値(Ｈ30年度)

 基本目標Ⅱ ： 地域スポーツ活動の推進

【基本目標Ⅱで目指すこと】

　市内の体育団体を統括する組織を支援し、各団体の活動の活性化を図ります。また、地域スポーツに
おいても、安全に配慮した活動ができるように専門的な指導者の育成・資質向上を図るとともに、個人
の運動能力に適した活動が選択できるよう情報提供と相談活動の充実を図ります。
　住民が主体的に参画する総合型地域スポーツクラブに対して広報活動等の支援を行い、地域スポーツ
環境の充実を図ります。
　さらに、医療・福祉機関等と連携し、情報提供や相談体制の充実を図るなど、健康づくりの面からス
ポーツを推進します。
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